
ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
に
よ
る
感
染
症
、
特
に
肺

炎
の
発
症
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン

で
す
。

　
「
が
ん
」「
脳
卒
中
」「
心
臓
病
」が

日
本
人
の
３
大
死
因
で
あ
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

第
４
位
は
？

　

実
は『
肺
炎
』な
の
で
す
。

　

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
方
に
と

っ
て
、
肺
炎
は
現
代
で
も
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
。
そ
し
て
、
一
般
的

な
肺
炎
の
う
ち
、
約
４
割
が
肺
炎

球
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

急
速
に
症
状
が
進
ん
だ
場
合
、

特
に
高
齢
者
の
肺
炎
で
は
、
抗
生

物
質
な
ど
の
治
療
が
間
に
合
わ
な

い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
流
行
性
感
冒
の
予

防
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

が
接
種
さ
れ
る
よ
う
に
、
肺
炎
球

菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の
予
防
に
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

次
の
よ
う
な
方
に
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
お
薦
め
し
ま
す
。

•
高
齢
者

　
（
65
歳
以
上
の
方
）

•
腎
不
全
や
肝
機
能
障
害
の
あ

る
方

•
心
臓
や
呼
吸
器
に
慢
性
疾
患

の
あ
る
方

•
糖
尿
病
の
方

•
脾
臓
摘
出
な
ど
で
脾
機
能
不

全
の
あ
る
方　

な
ど

◎
予
防

　

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
は
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
耐
性

菌
が
多
く
、
治
療
が
困
難
な
こ
と

が
あ
る
の
で
、
事
前
に
予
防
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
に
は
、
う
が
い
・
手
洗
い
・

入
浴
・
運
動
・
日
光
浴
・
規
則
正

し
い
生
活
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
な
い
こ
と
が
基
本
的
に
大

切
で
す
が
、
さ
ら
に
、
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
予
防
上
、
非

常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

◎
特
徴

•
年
中
い
つ
で
も
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

•
肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
症
の

約
80
％
に
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

•
通
常
１
回
の
接
種
で
約
５
年
間

ほ
ど
免
疫
が
持
続
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

•
接
種
後
副
反
応（
注
射
部
位
の

腫
れ
・
痛
み
、
軽
い
熱
）が
見

ら
れ
る
方
が
い
ま
す
が
、
２
〜

死
亡
率（
人
口
10
万
対
）
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心疾患

脳血管疾患
肺炎

不慮の事故
自殺
肝疾患
結核

３
日
で
治
ま
り
ま
す
。

•
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と

の
併
用
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
肺
炎
の
危
険
を
減
ら

す
た
め
に
両
方
接
種
し
た
方
が

効
果
的
で
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と

併
用
の
場
合
１
週
間
以
上
の
間

隔
を
置
き
ま
す
。

◎
注
意

•
す
べ
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

肺
炎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
、
症
状
の
軽
減
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

•
接
種
後
、
免
疫
が
で
き
る
ま
で

に
１
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

•
現
在
日
本
で
は
、
接
種
は
１
回

ま
で
で
再
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
注
射
部
の
痛
み
な
ど
の
副
反
応

が
強
く
出
る
こ
と
が
あ
る
た
め

•
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
が
原
因

で
肺
炎
に
か
か
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

当
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
き
ま

し
て
は
、
最
寄
り
の
病
院
や
か
か

り
つ
け
の
医
師
に
よ
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　
保
険
医
療
課

　

内
線
１
７
０

▲平成19年人口動態統計月報年計（概数）の概況より

主な死因別にみた死亡率の年次推移

注：1）平成6・7年の心疾患の低下は、死亡診断書（死体検案書）（平成7年1月施行）において「死亡の原因欄には、疾患の
終末期の状態としての心不全、呼吸不全等は書かないでください」という注意書きの施行前からの周知の影響に
よるものと考えられる。

　　2）平成7年の脳血管疾患の上昇の主な要因はICD-10（平成7年1月適用）による原死因選択ルールの明確化によるもの
と考えられる。

3

肺
炎
は
高
齢
者
の
大
敵
で
す


